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3月は卒爵、卒業の月シれ、そして旅立

「先生さようなら」と笑顔で別れる子供たち、肩をたたき台う男子、涙

をこらえる女子中学生、と別れもさまざま。

早春の暖かい風は、月日の流れと思い出を呼び起こすようです。

期待と不安を胸に旅立っていく子供たちを、温かく男守ってあげたい

ものです。
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昨炎
本村代表6人が意見を述べる

3番良

佐
藤
栄
佐
久
県
知
事
が
就
任
後
初

め
て
の
「
知
事
を
囲
む
懇
談
会
」
が
、

一
一
月
二
十
七
日
、
須
賀
川
市
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
懇
談
会
は
、
平
成
五
年
の

開
港
を
目
指
す
福
島
空
港
に
ス
ポ
ッ

ト
を
当
て
、
『
空
港
を
生
か
し
た
魅

力
あ
る
地
域
ゃ
つ
く
り
』
を
テ

i
マ
に

開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
空
港
の
建
設

地
で
あ
る
本
村
と
須
賀
川
市
の
壮
膏

年
代
表
者
十
八
人
の
ほ
か
、
関
係
者

ら
合
わ
せ
て
四
十
五
人
が
出
席
し
ま

し
た
。本
村
か
ら
は
、
商
工
会
青
年
部
副

部
長
の
石
井
源
三
郎
さ
ん
、
泉
婦
人

会
会
長
の
大
木
ト
ミ
ヨ
さ
ん
、
青
年

農
業
士
の
小
林
和
己
さ
ん
、
農
業
改

良
推
進
員
会
会
長
の
小
林
伸

一
さ
ん
、

青
年
団
連
絡
協
議
会
副
会
長
の
須
田

潤
一
さ
ん
、
そ
し
て
自
営
農
業
者
の

矢
吹
キ
ミ
子
さ
ん
の
六
人
が
、
須
賀

川
市
か
ら
は
十
二
人
が
代
表
と
し
て

出
席
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
佐
藤
知
事
が
、
「
二
十

一

世
紀
の
県
土
づ
く
り
に
福
島
空
港
を

ど
の
よ
う
に
役
立
て
る
か
、
ま
た
、

地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
独
創
的
、

個
性
的
な
地
域
ゃ
つ
く
り
を
進
め
る
た

め
に
、
ふ
る
さ
と
創
生
を
ど
う
活
用

し
て
い
く
か
を
基
本
に
据
え
、
今
回

の
テ

i
マ
を
設
定
し
ま
し
た
」
と
あ

い
さ
つ
し
、
懇
談
に
入
り
ま
し
た
口

各
代
表
者
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
の

内
容
は
、
空
港
を
中
心
と
し
て
、
阿

武
隈
地
域
の
開
発
と
首
都
機
能
の
移

転
問
題
、
高
速
交
通
体
系
の
確
立
、

人
材
の
育
成
、
企
業
誘
致
、
農
業
問

題
な
ど
広
範
囲
に
わ
た
り
、
空
港
開

港
に
期
待
を
寄
せ
て
い
る
と
同
時
に
、

不
安
感
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
こ
と

を
う
か
が
わ
せ
ま
し
た
。

本
村
の
代
表
者
六
人
は
、
次
の
よ

う
な
意
見
を
述
べ
ま
し
た
。

須
田
青
年
の
交
流
を
行
い
、
人

簡
を
磨
く
た
め
、
県
内
外
は
も
と
よ

り
、
国
際
交
流
の
場
と
も
な
る
青
年

研
修
所
を
建
て
て
ほ
し
い
。

大
木
空
港
公
閣
を
早
期
に
完
成

し
て
ほ
し
い
。
そ
れ
に
、
飛
行
機
の

騒
音
と
、
通
行
量
が
増
え
る
周
辺
道

路
の
騒
音
対
策
を
講
じ
て
ほ
し
い
。

石
井
空
港
と
企
業
の
進
出
に
よ

り
、
現
在
の
水
道
の
供
給
能
力
で
は

対
処
で
き
な
い
。
早
急
に
水
源
の
確

保
を
わ
願
い
し
た
い
D

小
林
(
和
)
地
域
を
生
か
し
た
特

産
物
の
開
発
を
研
究
す
る
バ
イ
オ
機

関
を
誘
致
し
て
ほ
し
い
。

矢
吹
地
域
に
合
っ
た
野
菜
や
果

樹
の
団
地
を
造
っ
て
ほ
し
い
。

小
林
(
伸
)
農
業
者
が
安
心
し
て

働
け
る
農
業
対
策
と
、
後
継
者
育
成

対
策
を
講
じ
て
ほ
し
い
。

こ
れ
に
対
し
て
佐
藤
知
事
は
、
「
現

在
の
県
の
情
勢
を
踏
ま
え
、
魅
力
あ

る
県
土
守
つ
く
り
の
た
め
に
、
前
向
き

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
答
え

ま
し
た
。

三
月
十
一
日
、
佐
藤
運
輸
大
臣
が

工
事
の
進
む
福
島
空
港
建
設
現
場
を

視
祭
に
訪
れ
ま
し
た
。

現
職
の
運
輸
大
臣
の
視
察
は
、
細

田
、
山
下
両
大
臣
に
次
い
で
三
人
目

で
す
。コ
メ
リ
前
で
約
三
百
五
十
人
が
小

旗
を
振
っ
て
歓
迎
す
る
中
、
午
後
四

時
に
建
設
現
場
へ
到
着
。

展
望
台
で
佐
藤
県
知
事
ら
か
ら
説

明
を
受
け
た
大
臣
は
、
「
用
地
買
収

も
ほ
と
ん
ど
完
了
し
て
い
る
と
聞
い

て
い
る
。
地
元
の
協
力
体
制
も
整
い
、

空
港
と
し
て
は
最
高
の
適
地
」
と
感

想
を
語
り
ま
し
た
D

滑
走
路
延
長
に

前
向
き
の
姿
勢

ま
た
、
大
臣
は
視
察
後
、
須
賀
川

350人が歓迎

視察する佐藤運輸大臣(右端)

市
の
勺
翠
光
苑
」
で
記
者
会
見
し
、

こ
の
中
で
、
地
元
か
ら
要
望
の
強
い

滑
走
路
の
延
長
に
つ
い
て
理
解
を
示

す
と
と
も
に
、
第
六
次
空
港
整
備
五

か
年
計
画
へ
の
組
入
れ
に
前
向
き
の

姿
勢
を
示
し
ま
し
た
。

ま
た
、
成
田
、
羽
田
の
補
完
空
港

と
し
て
の
機
能
を
発
揮
す
る
に
は
、

首
都
圏
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
の
整
備
が

前
提
と
な
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
国
際

貨
物
空
港
に
関
し
て
も
ア
ク
セ
ス
が

重
要
で
あ
る
と
述
べ
ま
し
た
。

福
島
空
港
の
国
際
化
に
つ
い
て
は
、

当
初
は
国
際
チ
ャ

i
タ
l
便
か
ら
ス

タ
ー
ト
、
順
に
韓
国
・
東
南
ア
ジ
ア

な
ど
の
近
隣
諸
国
へ
の
就
航
を
増
や

し
て
い
く
方
向
が
考
え
ら
れ
る
、
と

の
見
解
を
示
し
ま
し
た
。
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村
氏
の
健
康
管
理
の
拠
点
と
な
る

保
健
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
、
一
日
か

ら
事
業
を
始
め
ま
し
た
。

保
健
セ
ン
タ
ー
は
、
健
康
に
関
す

る
相
談
、
教
育
の
ほ
か
、
健
農
診
査

や
予
防
接
種
及
び
栄
養
指
導
な
ど
、

保
健
サ
ー
ビ
ス
を
総
合
的
に
行
え
る

施
設
と
し
て
、
一
億
四
百
万
円
を
か

け
、
村
体
育
館
の
西
隣
に
建
設
さ
れ

タ
i
が

ノ

機
能
訓
練
室
や

身
障
者
用
ト
イ
レ
も

建
物
面
積
は
五
九
九
・
五
平
方
メ

ー
ト
ル
、
一
部
二
階
建
て
で
、
事
務

室
、
健
康
相
談
室
、
集
団
指
導
室
、

保
健
指
導
室
、
会
議
室
な
ど
の
ほ
か
、

機
能
訓
練
室
や
身
障
者
用
の
ト
イ
レ

が
設
置
さ
れ
て
い
に
特
徴
が
あ

り
ま
す
。

健
康
に
関
す
る
相
談
を

受
け
ら
れ
ま
す

セ
ン
タ

i
の
完
成
に
よ
り
、
成
人

病
検
診
な
ど
を
除
く
ほ
と
ん
ど
の
事

業
が
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
健
康
に
関
す
る
相
談
を
常

時
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
次
の
曜
日
、

時
間
に
保
健
婦
が
お
り
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

⑧
月
曜
日
;
金
曜
日
(
祝
祭
日
を
除

く
)
午
前
九
時
i
正
午

総東京エーエムアール寂締役

佐藤正明氏の講演会より

題
島
空
港
の
建
設
が
進
む
中
、

最
近
H

フ
ラ
イ
ト
農
業
H

と
い
う

一
一
一
一
口
葉
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
玉
川

村
定
住
促
進
対
策
協
議
会
で
は
、

こ
の
フ
ラ
イ
ト
農
業
を
考
え
る
た

め
、
ニ
月
二
十
八
日
、
(
株
)
東
京

工

i
エ
ム
ア
l
ル
叡
締
役
の
佐
藤

正
明
氏
を
講
師
に
、
「
空
輸
農
業
の

事
業
化
に
つ
い
て
の
捷
一
一
一
一
口
」
と
題

す
る
講
演
を
開
催
し
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
今
月
か
ら
数
回
に
わ
た
っ

て
、
こ
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
の
で
、
フ
ラ
イ
ト
農
業
に
つ
い

て
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

伸
び
悩
む
飛
行
距
離
と

旅

客

数

フ
ラ
イ
ト
、
フ
ラ
イ
ト
と
一
一
一
一
口
つ

で
も
、
飛
行
機
の
状
況
を
知
ら
な

い
と
話
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
の
で
、

現
を
の
国
内
航
空
に
つ
い
て
お
話
し

た
い
と
忠
い
ま
す
。

一
年
間
に
飛
ん
で
い
る
飛
行
機
の

距
離
は
、
昭
和
五
十
五
年
あ
た
り
か

ら
あ
ま
り
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
G

こ

れ
は
、
札
幌
、
羽
田
、
大
阪
、
福
岡
、

那
覇
、
こ
の
五
空
港
が
街
中
に
あ
っ

て
、
飛
行
機
の
発
着
回
数
が
制
限
さ

れ
て
い
る
た
め
で
す
。
旅
客
数
も
墜

を
事
故
な
ど
の
で
伸
び
悩
ん
で

い
ま
す
。

フ
ラ
イ
ト
農
業
を

成
長
さ
せ
た
ジ
ャ
ン
ボ
機

一
方
、
貨
物
は
す
ご
い
勢
い
で
伸

び
て
い
ま
す
。
飛
行
機
の
発
着
が
変

わ
ら
な
い
の
に
貨
物
が
増
え
て
い
る
、

こ
れ
は
何
か
と
一
一
一
一
口
う
と
、
飛
行
機
の

大
型
化
で
す
。

飛
行
機
の
機
体
を
輪
切
り
に
す
る

と
ほ
ぼ
ま
ん
ま
る
に
な
り
ま
す
。
そ

の
上
の
部
分
が
座
席
で
、
下
の
部
分

に
貨
物
を
積
む
わ
け
で
す
。
以
前
日

本
で
一
番
多
く
飛
ん
で
い
た

Y
S
H

の
輪
切
り
の
直
径
は
六
・
七
メ
ー
ト

ル
。
こ
れ
に
対
し
、
現
在
の
ジ
ャ
ン

ボ
機
は
二
十
六
・
七
メ
ー
ト
ル
と
大

型
に
な
り
、
一
般
貨
物
を
乗
せ
て
も

ま
だ
ま
だ
ス
ペ
ー
ス
が
空
き
ま
す
。

そ
こ
で
、
農
産
物
の
空
輸
が
怠
激
に

成
長
し
て
き
た
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

フ
ラ
イ
ト
農
業
は

野
菜
と
花
が
主

こ
こ
十
年
の
間
に
、
飛
行
機
に

乗
せ
る
一
般
貨
物
は
二
・
七
倍
に

増
え
て
お
り
、
こ
の
う
ち
、
農
産

物
は
何
と
六
・
五
倍
に
増
え
て
い

ま
す
。で
は
、
フ
ラ
イ
ト
農
産
物
は
何

が
作
ら
れ
て
い
る
か
。
左
の
グ
ラ

フ
を
見
る
と
、
野
菜
が
半
分
を
占

め
て
お
り
、
驚
く
な
か
れ
、
花
が

三
二
%
で
す
。
日
本
の
農
産
物

の
フ
ラ
イ
ト
は
何
か
と
い
う
と
、

野
菜
と
花
き
な
ん
で
す
。
果
物
は

重
い
の
で
、
飛
行
機
で
運
ぶ
と
採

算
が
合
い
ま
せ
ん
G

し
た
が
っ
て
、
フ
ラ
イ
ト
農
業

は
、
で
き
る
だ
け
軽
く
て
か
さ
張

ら
な
い
物
を
作
る
こ
と
で
す
。
飛

行
機
の
貨
物
は
重
さ
で
運
賃
が
決

ま
り
ま
す
G

い
か
な
る
物
で
あ
ろ

う
と
、
重
く
て
は
飛
行
機
に
乗
ら

な
い
と
い
う
こ
と
を
覚
え
て
お
い

て
く
だ
さ
い
。

空輸農産物穫類自出荷講成比
(詔61)
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平
成
元
年
度
の
当
初
予
算
な
ど
が
、

三
月
定
例
議
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
二
十
九

億
九
百
八
十
一
万
円
で
、
昨
年
度
に

比
べ
て
七
.
億
一
千
七
百
四
十
九
万
円
、

率
に
し
て
三
二
・
七
%
の
靖
と
大
型

予
算
と
な
り
ま
し
た
。

。
感
動
の
あ
る
村
づ
く
り
。
を
目

標
と
し
て
い
る
本
村
の
合
年
度
一
年

間
の
予
算
の
概
要
に
つ
い
て
、
み
な

さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

川川川川
山1111111川

圏

本く
的リ
h の

村
長

車

田

次

夫

平
成
元
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た

っ
て
は
、
地
方
財
政
が
引
き
続
き
厳

し
い
状
況
に
あ
る
こ
と
を
十
分
認
識

し
、
税
収
入
、
投
資
的
財
源
の
確
保
、

受
益
者
負
担
の
適
正
化
な
ど
が
基
本

と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
支
出
に
ム
布
い
て
は
、
事
業

の
優
先
順
位
を
定
め
で
厳
し
い
選
択

を
行
い
、
財
源
の
計
画
的
、
重
点
的

な
配
分
に
徹
す
る
と
と
も
に
、
徹
底

し
た
経
費
の
節
減
や
合
理
化
を
図
る

な
ど
、
節
度
の
あ
る
財
政
運
営
を
行

う
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
感
動
の
あ
る
村
づ
く
り

に
向
け
て
の
基
本
的
姿
勢
は
次
の
六

点
で
す
。

安
心
豊
か
な
魅
力
あ
る
村
“
つ
く
り

村
民
が
一
体
と
な
っ
て
地
域
経
済

の
活
性
化
を
図
る
一
方
、
若
者
が
定

着
で
き
る
村
会
つ
く
り
を
進
め
ま
す
o

M

凶
作
生
活
環
境
の
整
備

安
全
で
快
適
な
住
み
よ
い
環
境
づ

く
り
の
た
め
、
高
速
交
通
時
代
に
向

け
て
の
道
路
網
の
整
備
や
上
下
水
道

盟国今年度

仁コ前年度

4億 3，965万円

億3，255万円

3億 5，900万円

460万円

3億 2，434万円

3億 6，015万円

3億 1，627万円

3億641万円

1億 8，201万円

円

8，153万円

円

5，680万円

3，600万円

4，836万円

5，132万円

1億 185万円

1億 270万円

平成元年度の主な事業費

務費

・財産管理費・…....・ H ・-・…...53，945 
(役場庁舎、車庫構築なと)

・企 画 費…… ・………..48ι42 
(住宅団地測量設計など)

・空 港対 策費… H ・H ・...・・・ H ・H・..3，171 

(地権者会運営補助金など)

・参議院議員選挙費 -一………… 3，008
(選挙経費)

費

-予防費…....・H ・....・H ・-… 5，803
(結核検診、 3種混合予防接種など)
・老人保健費…・…………...32，186 
(成人病検診委託料など)

(千円)総

生

-老人福紅費・…ー………....7，634 
(敬老会経費、敬老年金など)

・幼児保育事業費…一-……H ・H ・47，795
(児童館、保育所費)

費生

民

衛

醸璽今年度

仁コ前年度

農林水産業費

・農業振興費…………… 88，611
(フライト農業団地育成対策事業など)

・農地建設費....・ H ・.....・ H ・-… 112，346
(団体営農道路整備事業など)

・産業農地費…・…....・ H ・…・・.80，676 
(土地改良総合整構事業など)

の
整
備
な
ど
の
生
活
基
盤
の
整
備
を

進
め
る
と
と
も
に
、
人
間
と
自
然
と

の
調
和
、
H

人
と
人
と
の
触
れ
合
い
H

を
深
め
て
い
き
ま
す
。

A

凶
作
産
業
の
振
興

優
良
企
業
の
誘
致
を
行
い
、
雇
用

の
安
定
を
図
る
と
と
も
に
、
地
場
産

業
の
育
成
、
魅
力
あ
る
商
庖
街
の
形

成
な
ど
に
努
め
ま
す
D

ま
た
、
農
業

生
産
性
向
上
の
た
め
、
ほ
場
整
備
な

ど
生
産
基
盤
の
整
備
を
進
め
、
自
立

農
家
の
育
成
、
フ
ラ
イ
ト
農
業
確
立

の
推
進
を
行
う
な
ど
、
地
域
経
済
の

振
興
に
努
力
し
ま
す
。

im
作
社
会
福
祉

高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
と
し
て
、

村

税

は

減

収

収
入
の
ト

ッ
プ
は
地
方
交
付
税
で
、

昨
年
よ
り
二
億
三
千
二
百
万
円
多
い

十
億
円
。
次
い
で
県
支
出
金
の
四
億

三
千
九
百
六
十
五
万
円
(
昨
年
比

一

億
七
百
十
万
円
の
増
)
口
こ
れ
は
、

主
に
空
港
周
辺
整
備
事
業
の
補
助
金

が
増
え
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

老
人
の
生
き
が
い
対
策
、
地
域
社
会

の
潤
い
と
ふ
れ
あ
い
を
育
て
る
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
事
業
を
推
進
し
ま
す
D

im
骨
教
青
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

学
校
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
に
関
す
る

教
育
施
設
の
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、

行
政
、
家
庭
、
地
域
社
会
が
一
体
と

な
っ
て
青
少
年
の
健
全
育
成
に
努
め
、

心
豊
か
な
明
る
い
教
育
環
境
を
つ
く

り
ま
す
。

ぬ
作
行
財
政
運
営
の
健
全
化

多
様
化
す
る
住
民
ニ

l
ズ
に
対
応

す
る
た
め
、
事
務
事
業
の
効
率
化
と

改
善
を
積
極
的
に
実
施
す
る
と
と
も

に
、
義
務
的
経
費
の
抑
制
に
よ
り
、

財
政
硬
直
化
の
防
止
に
努
め
ま
す
。

次
は
村
債
(
村
の
借
金
)
の
三
億

五
千
九
百
万
円
で
、
こ
の
額
は
昨
年

の
二
倍
以
上
で
す
。
こ
れ
は
、
公
営

住
宅
の
建
設
、
中
学
校
用
地
の
取
得

造
成
費
な
ど
に
充
て
る
た
め
で
す
。

そ
し
て
次
が
自
主
財
源
の
村
税
で
、

三
億
二
千
四
百
三
十
四
万
円
。
村
税

は
税
制
改
正
に
よ
り
、
村
民
税
、
電

気
税
等
で
合
わ
せ
て
三
千
五
百
八
十

一
万
円
の
減
収
と
な
っ
て
い
ま
す
。

{村税の内訳}
教

育

費

は

三

倍

に

歳
出
で
は
、
空
港
西
側
ア
ク
セ
ス

道
路
の
改
良
や
空
港
周
辺
整
備
事
業

(
道
路
五
路
線
)
、
公
営
住
宅
の
建

設
な
ど
の
土
木
費
が
九
億
四
千
五
百

七
十
八
万
円
で
昨
年
よ
り
二
億
六
千

八
百
十
九
万
円
の
増
。

次
い
で
教
育
費
の
五
億
六
千
四
百

二
十
一
万
円
。
こ
れ
は
、
昨
年
度
の

三
倍
以
上
で
、
泉
中
学
校
の
用
地
取

得
造
成
、
須
釜
中
学
校
の
用
地
取
得

事
業
、
東
部
共
同
調
理
場
の
建
築
費

が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
で
す
。

ま
た
、
農
林
水
産
業
費
が
四
億
九

百
四
十
二
万
円
で
、
総
務
費
は
役
場

庁
舎
の
増
築
な
ど
も
あ
っ
て
五
千
百

六
十
五
万
円
増
え
て
い
ま
す
。

C人当たりに使われる1
お金 381，464円J

木

・道路維持費……………..96，395 
(砕石、生コン、 U字溝など)

・道路新設改良費・… H・H・.....・ H ・582，312
(空港西側アクセス道路、空港周辺整髄事業など)

-公営住宅建設費…・・・・ … …"219，247 
(玉/1/団地建設費)

費

費宅

土

住

費

-消防施設費・…・…....・H ・..12，048 

(防火水槽工事、小型ポンプ付積載車購入など)

教 費

-給食施設費....・ H・....・ H・-…..73，149 
(東部共同調理場建設費など)

・学校建設用地取得事業費....・ H・....……・ 291，158 
(間中学校用地取得、泉中学校敷地造成など)

・屋外体育施設費....・ H ・....…・…..39，880 
(村民クラウンド夜間照明施設工事など)

防

コ土民

間

?肖
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園

電

圏
圏
骨

七
千
大
十
万
円

な
割
合
を
占
め
で
い
ま
す
。

な
お
、
昨
年
度
に
比
べ
、
給
水
戸

数
で
四
十
戸
、
年
間
総
給
水
量
で
千

八
百
立
方
メ
ー
ト
ル
が
増
え
る
と
予

想
さ
れ
て
い
ま
す
。

元
年
度
予
算
は
、
総
額
で
七
千
六

十
万
円
で
、
昨
年
度
よ
り
五
百
十
六

万
円
、
率
に
し
て
七
・
九
%
増
加
え
で

い
ま
す
。

収
入
で
大
き
な
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め

て
い
る
の
は
、
水
道
料
金
や
量
水
器

の
使
用
料
で
、
五
千
四
百
七
万
六
千

円
で
す
。

支
出
で
は
、
送
水
管
、
配
水
管
、

給
水
管
な
ど
設
備
の
維
持
費
が
大
き

収

事業収益

・営業収益

.営業外収益

・特別利益

入

70，600 

54.916 

15.674 

10 

川 B

出

70，600 
66，207 

4.273 

120 

支

事業費用

・営業費用

.営業外費用

・予備費他

特

君。

.6. 
~ 

富十

圃
薗
圃
圏
圏
圏
五
億
四
千
三
百
九
十
八
万
円

元
年
度
の
予
算
は
、
昨
年
と
同
様

に
、
医
療
費
の
適
正
化
と
収
納
率
の

向
上
を
最
重
点
事
業
と
す
る
運
営
方

針
に
基
づ
い
て
編
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

総
額
は
昨
年
度
よ
り
四
百
十
九
万

円
多
い
五
億
四
千
三
百
九
十
八
万
円

で
、
八
・
三
%
の
伸
び
と
な
っ
て
い

ま
す
。歳入

543予985千円

歳出
543，985千円

自量圏圏業務予定量

入

257，758千円

支払基金交付金

180.651 

歳

数

-年間総給水量

. 1日平均給水 量

1.085m' 

水戸

1，285戸

396.000m' 

. 主ム
小cl

10，299 

11 ，814 

4，065 

入

一般会計補助金

費

金
主

還
〔

償

M
M
主
貝

出

設

業
建

企

支

~文人

υ
歳
入
で
は
、
自
主
財
源
で
あ
る
国

民
健
康
保
険
税
が
九
百
九
十
三
万
円
、

四
・
一
%
増
の
二
億
五
千
四
百
十
七

万
円
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

歳
出
で
は
、
保
険
給
付
費
が
昨
年

度
よ
り
五
千
五
百
五
十
四
万
円
多
い

三
億
九
千
四
百
五
十
万
円
で
、
歳
出

全
体
の
七
二
・
五
%
を
占
め
で
い
ま

国民健康保険税

254.177千円

金

14.506 

共同事業交付金

4.080 

金

療養給付費交付金

15.049 

繰

支出

255.579 

入

庫国

給付費

394，509千円

老人保健拠出金

102.626 

務費

25，781 

施設費

4，203 

険

健

イ呆

公心
'
V
市小

イ呆

支出金

51.398 

出金

12.850 

金

12，852 

他

7 

金

入

支

越

国

県

繰

繰

す。
今
年
度
も
医
療
費
の
中
で
大
き
な

位
置
を
占
め
る
成
人
病
の
早
期
発
見

に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
被
保
険
者
の

健
康
管
理
に
活
用
す
る
た
め
、
「

一

日
人
間
ド
ッ
ク
」
や
医
療
費
の
通
知
、

村
の
文
化
祭
に
合
わ
せ
て
「
健
康
ま

つ
り
」
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

入

入

40 

他

3 

1
2ム
民
u
r「
υ

マ八・HA
，

収

産員オ

諸

金越繰金他

539 

共同事業拠出金

3.939 

金

備費

11.836 

出支諸
金

11 

IT 

552 

出支諸

圃
幅
四
圃
園
面
画

一
一
一
千
七
百
五
十
六
万
円

A
7
年
度
初
め
て
お
目
見
え
し
た
持

別
会
計
で
す
。
昨
年
度
新
農
村
地
域
定

住
促
進
対
策
事
業
で
実
施
し
た
山
小

屋
地
区
簡
易
給
水
施
設
の
維
持
管
理

と
、
今
年
度
実
施
す
る
給
水
施
設
設

置
に
関
す
る
経
理
の
円
滑
化
を
図
る

た
め
に
、
特
別
会
計
と
し
て
設
置
さ

千円

385 

14，040 

3 

10，600 

12.535 

37，563千円

-使用料及び手数料

金

金

入

f責

出

入

入

収

支

歳

-県

-繰

• s者

-村

主
目
ハ

4
・+必
q
l

金基

予

出

257，758千円

諸費

257，747 

療

歳

医

れ
ま
し
た
o

A
7
年
度
は
、
既
存
施
設
の
維
持
管

理
と
、
水
道
水
源
の
調
査
を
行
い
ま

す。
な
お
、
来
年
度
以
降
は
、
井
戸
の

ボ
ー
リ
ン
グ
、
送
水
管
、
配
水
管
の

設
置
な
ど
を
行
い
ま
す
。

-総務費

・受託工事費

新農村地域定住

促進対策事業費

・公 債 費

・予 備 費

出

9.913 

2 

37，563千円歳

26.767 

831 

50 
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よ
く
見
た
ね
車
こ
な
い
ね
わ
た
れ
る
ね

喜
一
一
筋
金
圏
一
夜
通
饗
金
運
動

四
月
は
新
た
な
ス
タ
ー
ト
の
季
節
。
希
望
に
満
ち
た
新
入
学
(
圏
)
児
童
が

慣
れ
な
い
足
ど
り
で
登
下
校
し
ま
す
。
ま
た
、
暖
か
き
に
誘
わ
れ
て
人
々
の

動
き
も
活
発
に
な
り
、
外
出
す
る
機
会
が
多
く
な
リ
ま
す
。
心
も
解
放
感

か
ら
た
る
み
が
ち
に
な
り
、
突
通
事
故
の
多
発
が
心
配
さ
れ
る
時
期
で
も

あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
年
も
四
月
六
日
か
ら
十
五
日
ま
で
の
十
日
間
、

国
安
通
安
全
運
動
」
が
展
開
さ
れ
ま
す
。
子
供
の
ホ
〈
通
事
故
、
最
近
多
発

し
て
い
る
お
年
寄
り
ゃ
二
輪
車
の
事
故
防
止
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
運
動
の
重
点
事
項
〉

V
子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

V
青
少
年
運
転
者
の
無
謀
運
転
の
防

止
V
正
し
い
方
法
に
よ
る
シ

l
卜
ベ
ル

。州
11111111111山1111111川 l川

季
節
の
変

わ
り
目
は
、

自
律
神
経
や

ホ
ル
モ
ン
八
刀

秘
の
バ
ラ

ン

ス
が
く
ず
れ

や
す
い
と
き
。
決
算
期
、
人
事
異
動

な
ど
と
過
労
や
ス
ト
レ
ス
も
加
わ
っ

て
、
四
月
か
い
よ
う
の
再
発
で
悩
む
人

の
多
い
時
期
で
す
。

再
発
を
防
ぐ
た
め
の
ス
ト
レ
ス
解

消
法
は
各
人
各
様
と
し
で
、
基
本
的

に
は
ま
ず
睡
眠
を
十
分
と
る
こ
と
。

食
事
は
規
則
正
し
く
、
食
べ
す
ぎ
、

飲
み
す
ぎ
を
避
け
る
の
は
当
然
で
す

「
春
の
全

ト
の
着
用
の
徹
底

〈
玉
川
村
に
お
け
る

重
点
実
施
事
項
〉

-
凶
作
子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

@
新
入
学
児
童
全
員
に
黄
色
帽
子
、

黄
色
ハ

ン
カ
チ
、
腕
章
、
交
通
安

全
カ
レ
ン
ダ
ー
な
ど
を
配
布
す
る

ほ
か
、
幼
稚
園
、
保
育
所
、
児
童

館
に
は
黄
色
精
子
、
黄
色
ハ
ン
カ

チ
及
び
交
通
安
全
ぬ
り
え
を
支
給

し
ま
す
。
ま
た
、
新
入
学
児
童
(
園

児
)
を
対
象
と
し
た
交
通
教
室
や

街
頭
指
導
、
高
齢
者
の
交
通
安
全

教
育
を
行
っ
た
り
、
小
学
校
六
年

生
全
員
(
百
二
十
三
人
)
に
家
庭

の
交
通
安
全
推
進
員
を
委
嘱
し
ま

す。

-
シ
ル
バ
ー
交
通
安
全
推
進
員
研
修

会
に
三
十
名
参
加
。

-m
件、ン

i
ト
ベ
ル
ト
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の

正
し
い
着
用
の
徹
底

@
テ
ン
ト
村
作
戦
を
四
月
六
日
に
実

施
し
て
、
正
し
い
着
用
を
呼
び
か

け
ま
す
。

*
二
輪
車
を
中
心
と
し
た
無
謀
運
転

の
追
放

・
二
給
車
販
売
庖
に
対
し
て
指
導
を

要
請
す
る
な
ど
、
地
域
か
ら
無
謀

運
転
の
追
放
ム
ー
ド
を
高
め
ま
す
口

が
、
空
腹
を
我
慢
し
て
い
る
と
と
の

方
が
い
け
ま
せ
ん
か
ら
、
少
量
一
の
間

食
や
夜
食
を
と
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

食
べ
で
い
け
な
い
も
の
は
特
に
あ
り

ま
せ
ん
。
晩
酌
も
適
量
な
ら
ス
ト
レ

ス
解
消
に
な
る
し
、
胃
酸
の
少
な
す

ぎ
る
人
に
は
刺
激
剤
に
も
な
り
ま
す
。

国
間
か
い
よ
う
の

再
発
を
防
ぐ
に
は

た
だ
し
、

タ
バ
コ
は
再
発
の
大
き

な
引
き
金
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
せ

っ
か
く
の
薬
の
効
果
を
な
く
し
て
し

ま
う
作
用
も
あ
り
ま
す
。
減
煙
な
ど

義
巧堅

金
蓄
電官

「
ま
た
失
敗
し
ち
ゃ
っ
た
の
。
だ

め
な
子
ね
え
、
あ
な
た
は
い
、
「
う
ま
く

で
き
た
ね
。
き
ょ
う
は
運
が
よ
か
っ

た
ん
だ
ね
、
き
っ
と
。
」

ど
こ
の
家
庭
で
も
よ
く
聞
か
れ
る

叱
り
言
葉
で
あ
り
、
褒
め
言
葉
で
す
。

し
か
し
子
供
の
心
の
発
達
を
考
え
た

と
き
、
こ
の
二
つ
は
、
例
外
的
な
場

合
も
あ
り
ま
す
が
、
あ
ま
り
い
い
表

現
の
仕
方
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
う

ま
で
も
な
く
褒
め
る
こ
と
も
叱
る
こ

と
も
子
供
に
は
必
要
で
す
口
し
か
し

⑫ 

東
京
都
立
大
学
教
授

詫

摩

武

俊

結
果
的
に
い
い
褒
め
方
と
叱
り
方
が

あ
り
ま
す
。

原
則
的
に
い
う
と
褒
め
る
と
き
に

と
言
わ
ず
、

と
で
す
。

き
っ
ぱ
り
禁
煙
す
る
こ

有
望
な
新
薬
も
出
て
い
ま
す
か
ら
、

自
分
勝
手
に
売
薬
な
ど
で
す
ま
せ
る

の
で
な
く
、
医
師
の
処
方
の
も
の
を

き
ち
ん
と
服
用
す
る
こ
と
。
再
発
を

繰
り
返
す
場
合
は
、
手
術
で
す

っ
き

り
治
す
こ
と
も
考
え
ま
し
ょ
う
。

叱
る
場
合
か
ら
述
べ
る
と

ぱ
り
あ
な
た
は
だ
め
ね
」
、
「
こ
ん
な

こ
と
も
で
き
な
く
て
、
一
体
あ
な
た

は
何
年
生
な
の
」
、
「
和
友
達
は
み
ん

な
で
き
る
の
に
、
な
ぜ
あ
な
た
だ
け

「や
っ

で
き
な
い
の
L

な
ど
と
い
う
叱
り
方

は
好
ま
し
く
あ
り
ま
せ
ん
口
子
供
の

道
具
の
使
用
法
の
間
違
い
、
問
題
の

解
釈
の
仕
方
の
誤
解
、
計
算
の
過
程

叱
る
こ
と
・
褒
め
る
こ
と

は
、
そ
れ
を
な
し
遂
げ
た
子
供
自
身

を
一
銭
め
、

叱
る
と
き
に
は
そ
れ
を
な

し
た
子
供
自
身
で
は
な
く
、
子
供
の

や
っ
た
こ
と
を
叱
る
の
が
い
い
の
で

す。

で
の
勘
違
い
、
相
手
の
指
示
を
注
意

深
く
聞
い
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
、

寸
今
回
の
失
敗
」
の
原
因
で
あ
っ
た

こ
と
を
教
え
、
こ
う
す
れ
ば
同
じ
失

敗
を
繰
り
返
す
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う

* 

家庭とこどものしあわせのために

児童手当は、義務教育就学前(小学校入学前)

の児童を含む18歳未満の児童を 2人以上養育し
ている方て、収入が一定の額未満の場合に2番目
の児童から支給されます。

2番目の児童には、月額2，500円、 3番目以降
の児童には、 i人につき5，000円が義務教育就学
まて支給されますD

なあ¥すでに児童手当を受給している方て4
月から小学校に入学する児童がいる場合は、減

額又は受給権が消滅します。

受給権が消滅する方は、{也に義務教育就学前

の児童がいなくなる場合てすρ

また、昭和63年度に所得制限のため児童手当
を受けられなかった方は、 5月に平成元年度の
受付けをしますので、忘れずに申請して下さい。

支給要件を満たせば6月より受給てきます。
問い合わせ先

住民課福祉係(電話

元年度分は6月から支給

保
険
料
の
一
括
前
納
は

割
引
き
さ
れ
ま
す

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
四
月
か

ら
一
月
分
八
、

0
0
0円
(
定
額
)

に
な
り
ま
す
。
こ
の
保
険
料
を
一
括

前
納
し
ま
す
と
、
毎
月
納
め
る
手
数

も
は
ぷ
け
ま
す
し
、
納
め
忘
れ
も
な

く
な
り
、
保
険
料
が
割
引
き
さ
れ
大

変
お
得
で
す
。

保
険
料
割
引
き
前
約
の
納
付
期
限

は
四
月
二
十
八
日
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
前
納
を
希
望
さ
れ
る
方
は
今

月
中
旬
に
送
付
す
る
平
成
元
年
度
国

確

定

申

告

が

間
違
っ
て
い
た
と
き
は

確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
後
で
申

告
内
容
の
間
違
い
に
気
づ
い
た
り
、

う
っ
か
り
し
て
確
定
申
告
書
の
提
出

を
忘
れ
て
い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
。

も
う
一
度
確
認
し
て
く
だ
さ
い
口

〈
税
額
を
多
く
申
告
し
て
い
た
ら
〉

「更
正
の
請
求
」
を
し
で
正
し
い

税
額
に
訂
正
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
D

〈
税
額
を
少
く
申
告
し
て
い
た
ら
〉

っ
修
正
申
告
」
を
し
て
正
し
い
税

額
に
訂
正
し
て
く
だ
さ
い
口

〈
確
定
申
告
を
忘
れ
て
い
た
ら
〉

と
励
ま
す
の
が
未
来
に
つ
な
が
る
叱

り
方
で
す
Dー

ν
っ
か
』

A
リ

A
b
f

・

大
声
で
叱
略
し
た
り
画
出
馬
す
る
こ

と
も
、
厳
し
い
反
省
を
本
人
に
求
め

る
と
い
う
意
味
で
著
し
い
効
果
の
あ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
逆
効
果
に

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
本
人
の
や

る
気
を
な
く
さ
せ
、
劣
等
感
を
つ
く

り
、
委
縮
し
た
性
格
に
し
て
し
ま
う

よ
う
な
叱
り
方
は
よ
く
な
い
の
で
す
。

褒
め
る
と
き
は
逆
に
、
そ
の
子
供

の
努
力
、
工
夫
、
知
恵
、
忍
耐
な
ど

が
基
礎
に
あ
っ
た
か
ら
成
功
し
た
の

だ
、
と
い
う
こ
と
を
は
っ
き
り
と
認

め
で
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
運
が
よ
か

っ
た
、
つ
い
て
い
た
、
ま
ぐ
れ
あ
た

り
だ
と
い
う
よ
う
な
言
い
方
も
、
こ

ん
な
こ
と
は
だ
れ
も
が
で
き
る
ご
と

57-3101内線 28)ネ

民
年
金
保
険
料
納
付
案
内
書
に
よ
り

村
指
定
金
融
機
関
又
は
収
納
代
理
金

融
機
関
で
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
平
成
元
年
度
途
中
で
六
十

歳
に
な
ら
れ
る
方
も
、
誕
生
月
の
前

月
分
ま
で
納
付
す
る
期
間
が
二
月
以

上
あ
る
場
合
も
割
引
前
約
で
納
入
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〈前
納
保
険
料
額
〉

※
四
月
か
ら
翌
年
三
月
分
ま
で

マ
定
額
保
険
料
(
一
月
分
八
、

0
0

0
円
)
で
は
二
、
二
三

O
円
割
引
き

さ
れ
て
九
三
、
六
八

O
円
に
な
り

ま
す
。

マ
定
額
十
付
加
保
険
料
二
月
分
八
、

四
O
O円
)
で
は
二
、
四
四

O
円

割
引
き
さ
れ
て
九
八
、
三
六

O
円

に
な
り
ま
す
。

。直

ち

石雀
疋

申
とと

を
し
て
く
だ
さ

最
寄
り
の
税
務
署
に

台
尋
ね
く
だ
さ
い
。

洋
し
く
ま
、

i

l

 

村
収
納
代
理
金
融
機
関
に

須
賀
川
信
金
を
追
加
指
定

四
月
一
日
か
ら
、
両
農
協
、
東
邦

銀
行
に
加
え
、
須
賀
川
信
用
金
庫
が

玉
川
村
収
納
代
理
金
融
機
関
と
し
て

指
定
さ
れ
ま
し
た
D

こ
れ
に
よ
り
、

水
道
料
金
を
除
く
公
金
(
税
金
、
国

民
年
金
保
険
料
、
住
宅
使
用
料
、
保

育
料
、
幼
稚
園
授
業
料
等
)
を
納
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

で
、
で
き
る
の
が
あ
た
り
前
だ
と
い

そ
の
子
供
に
は
よ
く

い
方
も
、

あ
り
ま
せ
ん
。

内
気
で
気
の
弱
い
感
じ
の
子
供
の

と
き
に
は
、
と
く
に
元
気
づ
け
る
よ

う
な
褒
め
方
を
し
て
く
だ
さ
い
。
き

わ
や
か
に
高
揚
し
た
感
情
を
本
人
の

心
の
中
に
つ
く
り
、
自
信
を
も
っ
て

ほ
か
の
人
や
事
柄
に
対
応
で
き
る
よ

う
に
す
る
こ
と
が
褒
め
る
こ
と
の
効

果
な
の
で
す
口
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けと業の

代表取締役社長

金子慎太郎

会社の概要一
万
八
千
頭
を
販
売

セ
ン
タ
ー
は
、
村
の
誘

致
企
業
と
し
て
、
伊
藤
忠
商
事
の
直

営
農
場
「
玉
川
フ
ァ
ー
ム
」
の
名
称

で
昭
和
四
十
七
年
に
創
業
を
始
め
ま

し
た
。

、
伊
藤
忠
鰐
料
(
株
)
の
子

会
社
と
し
て
、
資
本
金
三
億
円
、
肉

豚
販
売
頭
数
は
六
十
三
年
度
で
一
万

八
千
頭
、
売
上
高
は
六
鰭
円
と
百
本

有
数
の
養
豚
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

最
新
鋭
の
汚
水
処
理

施
設
「
複
合
ラ
グ

l
ン
」

四
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
い
う
広
い
敷

地
に
四
十
六
棟
の
豚
舎
が
あ
り
、
種

豚
だ
け
で
九
百
頭
(
雄
六
十
頭
、
雄

八
百
四
十
頭
)
が
飼
育
さ
れ
て
い
ま

す。
こ
の
た
め
、
各
施
設
の
近
代
化
に

は
力
を
入
れ
て
お
り
、
特
に
四
年
前

に
完
成
し
た
「
複
合
ラ
グ
!
ン
」
は
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
自
動
制
御
に
よ

る
汚
水
浄
化
施
設
で
、
セ
ン
タ
ー
の

自
慢
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

高
度
な
技
術
と

近
代
的
施
設

農
産
物
の
輸
入
自
由
化
に
対
略
す

る
た
め
、
高
度
な
生
産
技
術
の
開
発

や
省
エ
ネ
設
備
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

i

を
駆
使
し
た
近
代
的
な
飼
育
管
理
シ

ス
テ
ム
の
確
立
に
全
力
を
尽
く
し
て

い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
生
産
性
の
向
上

と
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
行
い
、
安
く
て

良
質
な
食
肉
の
生
産
、
販
売
を
実
現

さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
食
生
活
の
向

上
に
貢
献
す
る
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に

努
力
し
て
い
ま
す
。

職
場
の
ム

i
ド
は

家

的
B笑

緑
に
閉
ま
れ
た
広
々
と
し
た
農
場

で
、
社
員
一
一
向
が
家
族
的
な
ム

i
ド

を
つ
く
り
な
が
ら
、
一
人
ひ
と
り
が

創
造
性
を
発
揮
し
、
活
気
に
満
ち
た

職
場
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
の
も
セ

ン
タ
ー
の
誇
り
の
一
つ
で
す
。

福
利
厚
生
面
で
は
、
一
治
で
行
う

社
員
旅
行
や
男
女
混
合
の
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
大
会
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
、
忘

年
会
な
ど
親
睦
事
業
が
多
い
こ
と
か

ら
も
、
ム
ー
ド
づ
く
り
を
大
切
に
し

て
い
る
セ
ン
タ
ー
の
姿
勢
が
う
か
が

え
ま
す
。

ま
た
、
伊
藤
忠
連
合
摩
生
年
金
基

金
制
度
に
加
入
し
て
、
老
後
の
保
証

の
充
実
も
図
り
な
が
ら
、
新
時
代
の

農
場
や
つ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

複合ラグーン

次
回
は

(
有
)
サ
ン
ク
ス
で
す
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水
道
料
金
が
改
定
さ
れ
ま
す

四
月
日
か
ら
水
道
使
用
料
金
が

次
の
よ
う
に
改
定
さ
れ
ま
す
。

水道使用料

て〉
曾自a111111111111川

改
定
の
内
容
は
、
一
般
用
で
基
本

料
金
を
百
円
、
超
過
料
金
を
十
円
、

団
体
用
、
営
業
用
で
基
本
料
金
を
二

百
円
、
超
過
料
金
を
十
円
鑑
上
げ
し
、

こ
れ
に
消
費
税
分
三
%
を
上
乗
せ
す

る
も
の
で
す
。

今
回
の
改
定
は
、
昭
和
六
十
年
四

月
一
日
以
来
四
年
ぶ
り
の
も
の
で
、

ご
の
問
、
分
水
料
金
を
始
め
と
す
る

諸
経
費
の
値
上
が
り
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
料
金
を
改
定
し
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
消
費
税
法
の
施
行
も
あ
り
、
や

む
を
得
ず
値
上
げ
す
る
も
の
で
す
。

シ
加
者
募
集

一
ア
コ

i
ス
が
誕
生

福
島
県
が
毎
年
行
っ
て
い

海
外
派
遣
事
業
「
若
人
の
翼
」
の
参

加
者
を
左
記
に
よ
り
募
集
し
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
県
内
の
青
年
を
海

外
に
派
遣
し
て
、
広
い
も
の
の
見
方

を
身
に
つ
け
て
も
ら
い
、
帰
国
後
は

そ
の
体
験
を
も
と
に
、
積
極
的
な
社

会
参
加
活
動
を
行
う
青
年
を
育
て
よ

う
と
す
る
も
の
で
、
本
村
か
ら
は
昨

年
ま
で
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
へ
十

名
が
派
遣
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
は
新
た
に
オ
セ
ア
ニ
ア
コ

i

ス
が
誕
生
し
ま
し
た
。
国
際
人
を
自

期間

歌

(西ドイツ・イギリス)

高

15日間15名

人員派遣先

i
 
、l
 

'A付，

米

指
す
あ
な
た
、
応
募
し
て
み
て
は
い

か
が
で
す
か
。

・
派
遣
先
・
人
員
・
期
間
在
表
の

と
お
り

・
研
務
内
容
現
地
青
年
と
の
交
流
、

ホ
i
ム
ス
テ
ィ
な
ど

・
応
募
条
件
県
内
に
居
住
す
る
勤

労
青
年
で
、
次
の
年
齢
に
該
当
す

る
方
班

長
一
般
団
員

・
募
集
期
間

20日間

中 13日間

韓爵・東南アジア

13名

18名

(ブラジルυfラグアイ・アルゼンチン)

国)中国

三
十

1
一一二
十
九
歳

日
;
五
月

13日間18名

四
月

(韓国・マレーシア・シンガポール)

15日間15名
オセアニア

(オーストラリア・ニュージーランド)

※出発日は各コースとも10月四日(水)

四
月

E
か
ら
、
火
葬
場
使
用
料

金
、
し
尿
汲
取
手
数
料
、
ご
み
焼
却

火葬場使用料金

し尿汲取手数料

物

13議以上の死屍

汚

林
野
火
災
の
シ
!
ズ
ン

火
の
取
扱
い
は
慎
重
に

林
野
火
災
は
、
い
っ
た
ん
発
生
す

る
と
焼
損
面
積
が
広
範
囲
に
及
び
、

大
き
な
被
害
を
も
た
ら
す
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。

林
野
火
災
の
原
因
は
、
た
き
火
、

た
ば
こ
、
火
遊
び
な
ど
で
す
。

山
で
は
、
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
な

ま
す

手
数
料
が
、
左
表
の
よ
う
に
改
正
さ

れ
ま
す
。

基本料金 (180Rまで)

超過料金 (18R又はその端

その他|合計金額で、10丹未満の金額は切り上げとなります。

125円

ごみ焼却手数料

ど
を
絶
対
に
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
火
を
使
う
と
き
は
、

近
く
に
消
火
用
の
水
を
用
意
し
て
く

だ
さ
い
。
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ア
文
明
展
Lーー

N
H
K
で
は
、
仙
台
市
博
物
館
で
、

三
月
二
十
五
日
か
ら
五
月
七
日
ま
で
、

海
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
「
古
代
シ
リ
ア

文
明
展
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
昨
年
四
月
か
ら
総
合
テ

レ
ビ
で
放
送
し
て
い
る

N
H
K
特
集
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「
海
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
」
に
関
連
し

て
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
文
明

発
祥
の
地
シ
リ
ア
の
考
古
遺
物
や
美

術
品
、
そ
れ
に
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
取
材

班
が
シ
リ
ア
沖
合
で
発
見
し
た
「
ア

ン
フ
ォ
ラ
の
査
」
な
ど
貴
重
な
歴
史

遺
産
の
中
か
ら
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の

歴
史
と
そ
の
中
に
生
き
た
人
間
の
営

み
を
紹
介
す
る
も
の
で
す
。

文
明
展
で
は
、
世
界
初
公
開
の
「
パ

ル
ミ
ナ
の
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
」
や
彫
刻
、

壁
画
、
金
や
象
牙
に
よ
る
見
事
な
工

芸
品
な
ど
、
シ
リ
ア
三
大
国
立
博
物

館
が
所
蔵
す
る
考
古
遺
品
、
美
術
品

二
百
八
十
点
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

4E盟国h
回J1 ，575戸(+1 ) 

I1 
2 
3 

村のようす
(元年3月1日現在)

7，569人(十 2) 

3，748人(+3) 

3，821人(-1 ) 

起
Y

あ
り
が
と
う

J

者
プ
ご
ざ
い
ま
す

左
記
の
方
々
か
ら
社
会
福
祉
活
動

資
金
と
し
て
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
口
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

戸
い

・
土
口
の
須
釜
勝
美
さ
ん
か
ら
五

万

円

・
岩
法
寺
の
石
森
正

一
さ
ん
か
ら

一

万

お誕生おめでとう
ございます
( 2月届出分)

出生児氏名 保護者名

関根恵子一夫

石井裕也治夫

鈴木雅弥 夫三男

小林稔正雅之

太田呈花勝雄

草野絵理香直幸

おくやみ
申し上げます

区

川辺

小高

岩法寺

竜崎

南須釜

北須釜

土也

( 2月届出分)

死亡者氏名年齢世帯主名

首藤まさ子 39 本人

小針勇三 79 三郎

須釜ハルノ 73 勝美

区

中

中

吉

山
也
'
T
A
 

更
新
の
時
期
で
す
。

四
月
初
め
に
基
準
局
ま
た
は
県
か

ら
申
告
書
用
紙
が
送
付
さ
れ
ま
す
の

で
、
記
入
要
領
を
よ
く
読
ん
で
、
五

月
十
五
日
ま
で
に
最
寄
り
の
金
融
機

関
、
郵
便
局
等
で
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
期
日
ま
で
に
申
告

で
き
る
よ
う
賃
金
台
帳
等
の
整
備
も

わ
早
自
に
。

(
福
島
労
働
基
準
局
、
福
島
県
商

工
労
働
部
)

-
蒜
生
の
柳
沼
邦
三
郎
さ
ん
か
ら

一

万

円

・
小
高
の
湯
沢
誠
さ
ん
か
ら
一

万

円

・
北
須
釜
の
榊
枝
栄
さ
ん
か
ら

二

万

円

(
村
社
会
福
祉
協
議
会
)

円

す

平
成
元
年
度
の
労
働
保
険
の
年
度

内臓の発注事業主は

「委託状況届」の

提出を忘れずに

物品の製造、加工を内職

者(家内労働者){こ発注し

ている事業主は、毎年 4月

!日現在の状況を「委託状

況届」によって労働基準監

督署に届出することになっ

ています。

届出は4月初日まてとな

っていますのて、忘れずに。

なお、用紙は各労働基準

監督署にあります。

(福島労働基準局)




